
2-1-2

目標（目的） 主な内容 主な実績・効果 分析・評価

【（事務事業（業務）を行い）
誰（何）が、どのような状態
になることを目指すのか】

【サービス等の提供内容や
提供先】

【利用者数・件数等】
【現在どのような状態で、どのよう
な課題があるのか】

ヒ
ト

Ｈ31職員数 1,094人
  医師          142人
　医療技術員 171人
　看護職員    682人
　行政職        94人
　技能労務職    5人

11,387 22,371 ⑧ その他

市民に求められる医療を提供
し、紹介患者数の増などによ
り医業収益を増加させるととも
に、費用を抑制し、医業収支
を改善する。

モ
ノ

市立青葉病院
市立海浜病院

1,665
＜参考＞

前年度決算額
⑧ その他

【あり方検討】
将来的な医療ニーズを踏ま
え、市立病院が担うべき医療
機能に加え、病床規模や経営
形態など、病院経営の効率化
という視点も含めて検討して
いく。

経営企画課

他都市等の状況

カ
ネ

H31歳出予算額
　収益的支出
　　 22,371百万円
　資本的支出
　　　 3,387百万円

9,319

Ｈ30歳出決算額（税込）
　収益的支出
　　 21,680百万円
　資本的支出
　　　 2,812百万円

【H30年度】
①延患者数
　青葉病院
　　入院　107,178人
　　外来　212,952人
　海浜病院
　　入院　 65,943人
　　外来  140,247人
②収支状況（税込）
　医業収支 △5,008百万円
　純損益 △437百万円

【H29年度】
①延患者数
　青葉病院
　　入院　105,160人
　　外来　210,147人
　海浜病院
　　入院　 67,274人
　　外来  138,622人
②収支状況（税込）
　医業収支 △5,539百万円
　純損益 △1,161百万円

　経営基盤の安定化が大きな
課題となっている。平成30年度
決算では、累積赤字が85億円
となっている。
　一方で、効率性のみを追求す
ることなく、政策的医療等を提
供する役割を積極的に担ってい
く必要があり、病院事業のあり
方を市長部局を含めた広い視
野で検討していく必要がある。

公立病院のうち、純利益が生じている事業数（Ｈ29年
度実績）
　　　　　　　　252事業
　　　　（全628事業中）

1 病院運営

市民が必要とする安全・
安心な医療を一人でも多
くの市民に提供する。

診療、入院サービスの提
供

施策 医療体制の充実

No.
新
規

事務事業（業務）名

事務事業（業務）概要 現状分析

所管課
事務事業（業務）に
必要な行政資源

コスト換算
（単位：百万円）

行政コストの合計額
（単位：百万円）

改善・改革の
手法

今後の方向性

課題抽出 今後の方向性

主要事務事業戦略シート

局・区の使命 市民が必要とする安全・安心な医療を一人でも多くの市民に提供する。健全な病院経営を確立し、市立病院を持続発展させる。

事業選択・重点化・見直しの考え方 公立病院として政策的医療等を提供する役割を積極的に担っていくとともに、安定的な経営基盤を確立するため、収益向上やコスト削減に取り組んでいく。

平成３１年度 

病院局 

病院事業管理者 齋藤 康 


